
（様式第６） （記入例）

文化庁長官　　　　　　　　　　　殿

補助事業者

所  在　地

代表者職名　

代表者氏名　

      

　　交付決定額 円

　　精　算　額 円

　　不　用　額 円

（注）用紙は日本工業規格Ａ４とする。
　　　署名は必ず本人が自署すること。

添付書類

（１）補助事業の実施内容（事業報告書）

（２）補助事業経費収支精算書

（３）事業にかかる支払を証する証ひょう類

（４）補助事業の経過及び成果を証する書類並びに写真等の資料

（５）その他（交付決定通知の写し等）

文　実　委　第１０号

平成２７年３月１２日

文化　次郎　　印　

委員長

文化遺産を活かした地域活性化事業事業の名称

平成２６年度文化芸術振興費補助金（文化遺産を活
い

かした地域活性化事業）実績報告書

　平成２６年４月１日付け２６庁財第　　号により補助金の交付を受けた下記の事業の実績につい
て、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第１４条の規定により、下記のとおり報告し
ます。

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会

東京都千代田区霞ヶ関３－２－１

補助事業の実施期間

補助金の交付決定額と
その精算額

記

　平成２６年　４月　１日着手

　平成２７年　２月２７日完了

950,000

930,550

19,450

補助事業者名等が変更に

なっている場合は、様式Ａを

もって文化庁へ速やかに報告

してください。

事業完了後1ヶ月以内又は4月
10日のいずれか早い日までに
提出してください。

事業報告書の「事業の名称」と同じ
名称を記載してください。

精算額は収支精算書の国庫
補助額の精算額と一致させて
ください。



＜事業報告書＞ （記入例）

事業の名称 文化遺産を活かした地域活性化事業

事業の内容

得られた効果

事業の実施内容を具体的に記載してください。
（開催日、開催場所、開催内容等）

様式第６の「事業の名称」と同じ
名称を記載してください。



＜収支精算書＞ （記入例）

収入の部

区分 交付決定額（円） 精算額（円） 文化庁使用欄

自己負担額 50,000 68,460

都道府県補助額

市町村補助額

その他（自己収入等）

小計 50,000 68,460

国庫補助額 950,000 930,550

合計 1,000,000 999,010

交付決定通知書に記載
された補助金の額を記
入。

補助金の執行額を記入
（様式第６の精算額にも同
額を記載してください。）。

交付決定通知書にある補助対象経
費とその内訳（交付申請書を確認し
て記載してください。）を記入。

事業にかかった費用と
その内訳を記入。



支出の部 （記入例） （単位：円）

事業費
a=b+c

補助額
b

自己負担額
・自己収入額等

c
地域の文化遺産・次世代継承事業 871,810 810,250 61,560

（項） 情報発信・人材育成事業 558,820 545,780 13,040

（目）賃金 223,220 219,380 3,840

共済費 0

報償費 176,000 174,500 1,500

旅費 0

使用料及び借料 0

役務費 32,400 31,600 800

委託費 0

請負費 0

原材料費 0

需用費 127,200 120,300 6,900

（項） 普及啓発事業 312,990 264,470 48,520

（目）賃金 223,000 174,480 48,520

共済費 0

報償費

旅費 54,240 54,240

使用料及び借料 35,750 35,750

役務費 0

委託費 0

請負費 0

原材料費 0

需用費 0

（項） 継承事業 0 0 0

（目）賃金 0

共済費 0

報償費 0

旅費 0

使用料及び借料 0

役務費 0

委託費 0

請負費 0

原材料費 0

需用費 0

（項） 記録作成・調査研究事業 0 0 0

（目）賃金 0

共済費 0

報償費 0

旅費 0

使用料及び借料 0

役務費 0

委託費 0

請負費 0

原材料費 0

需用費 0

（項） その他事業 0 0 0

（目）賃金 0

共済費 0

報償費 0

旅費 0

使用料及び借料 0

役務費 0

委託費 0

請負費 0

原材料費 0

需用費 0

事務経費 127,200 120,300 6,900

（項） 127,200 120,300 6,900

（目）賃金 0

旅費 0

役務費 0

委託費 0

需用費 127,200 120,300 6,900

999,010 930,550 68,460

（記載上の注意）
※事業実施上、計上していない費目の欄は削除してください。

そ
の
他
経
費

(

事
務
費

)

事務費

支出合計

区分

主
た
る
事
業
費

記入例では便宜上、不用な行を
残してありますが、作成時には削
除して下さい。



＜支出内訳明細書＞ （記入例） (賃金・報償費用)
（項）情報発信、人材育成事業　
　（目）賃金

支払
年月日

目の細分
摘要

(受領者名等)
単価(円) 数量 単位 人数

H26.7.1～
9.30

資料整理等賃金
文科花子：7～9月分

（8時間/日×10日×3ヶ月）
930 240 時 1

支払
年月日

目の細分
摘要

(受領者名等)
単価(円) 数量 単位 人数

H26.7.15 指導謝金
文化太郎
外４名

9,400 3 日 5

H26.8.15 講演謝金 文科太郎 35,000 1 日 1

記載上の注意

　目の細分欄は、補助要項の目の細分ごとに記載すること

　記入欄が不足する場合は、適宜追加して作成すること

　収支精算書の（項）及び（目）の順番どおりに作成してください。

2

1

領収書
番号

141,000

0 0

（項）情報発信、人材育成事業　

35,000

うち自己
負担額等

1,500

金額
うち自己
負担額等

領収書
番号

合　　計 223,200

金額

0

223,200 3,840

合　　計 176,000 1,500

0

3,840

　（目）報償費　

0 3

領収書等の日付 賃金・報償費の
受領者名等を記載。

賃金・報償費の単価を記載。
（※募集案内等にある上限額
を超えていないか確認して、単
位は募集案内等の上限単価表
に合わせて記載すること。

賃金・報償費の受領者が業務を
行った時間等の単位を記載。単
位は募集案内等の上限単価表
に合わせて記載すること。

支払った経費を記載。
（自己負担分を差し引
かないこと。）

※領収書は、この支出内訳明細書に記載した順番どおりに並べてください。
※支出内訳明細は、領収書ごとに記載してください。

金額が少額で領収書が大量にあるため、領収書ごとに記載できない場合は、複数の領収書をま
とめて記載することも可能とします。ただし、その場合はまとめた領収書内容の一覧表を作成して
添付してください。

支出内訳明細書の（項）、（目）は収支精算書（支出の部）の（項）、（目）の順番に従って作成してください。
例えば、（項）情報発信、人材育成事業において、賃金、報償費が発生している場合、他の（項）事業で賃金、報
償費が発生していても、各（項）事業の（目）賃金は別葉にして、作成してください。

賃金・報償費等の目の細分を記載。
（※目の細分名は、「文化遺産を活か
した地域活性化事業費国庫補助要
項」別紙に従って記入すること。）



＜支出内訳明細書＞ （記入例）
（項）情報発信、人材育成事業　
　（目）役務費　　　　

支払
年月日

目の細分
摘要

（品名等）
数量 単位 単価(円) 金額

うち自己
負担額等

領収書
番号

H27.1.13 通信運搬費 郵便料 30 通 80 2,400 800 4

H27.2.6 通信運搬費 機材運搬料 1 式 30,000 30,000 5

32,400 800

記載上の注意

　目の細分欄は、補助要項の目の細分ごとに記載すること

　記入欄が不足する場合は、適宜追加して作成すること

　収支精算書の（項）及び（目）の順番どおりに作成してください。

（項）情報発信、人材育成事業　
　（目）需用費　　　　

支払
年月日

目の細分
摘要

（品名等）
数量 単位 単価(円) 金額

うち自己
負担額等

領収書
番号

H27.1.13 消耗品費 封筒 30 枚 30 900 300 6

H27.1.23 印刷製本費 チラシ印刷 500 部 50 25,000 5,300 7

H26.11.16
～

H27 3 10
消耗品費 ドッチファイル他 1 式 101,300 101,300 1,300 8,…

127,200 6,900

記載上の注意

　目の細分欄は、補助要項の目の細分ごとに記載すること

　記入欄が不足する場合は、適宜追加して作成すること

　収支精算書の（項）及び（目）の順番どおりに作成してください。

合　　計

合　　計

領収書等の日付

購入した品名、契約した業務名等を記載してく
ださい。

領収書等の日付
購入した品名、契約した業務名等を記載してく
ださい。

支出内訳明細書の（項）、（目）は収支精算書（支出の部）の（項）、（目）の順番に従って作成してください。
例えば、（項）情報発信、人材育成事業において、賃金、報償費が発生している場合、他の（項）事業で賃
金、報償費が発生していても、各（項）事業の（目）賃金は別葉にして、作成してください。

賃金・報償費等の目の細分を記載。
（※目の細分名は、「文化遺産を活か
した地域活性化事業費国庫補助要
項」別紙に従って記入すること。）



（項）普及啓発事業
　（目）賃金

支払
年月日

目の細分
摘要

(受領者名等)
単価(円) 数量 単位 人数

H26.8.28 指導謝金
伝文次郎
外４名

9,400 4 日 5

H26.9.30 講演謝金 伝分太郎 35,000 1 日 1

記載上の注意

　目の細分欄は、補助要項の目の細分ごとに記載すること

　記入欄が不足する場合は、適宜追加して作成すること

　収支精算書の（項）及び（目）の順番どおりに作成してください。

（項）普及啓発事業
　（目）旅費　

支払
年月日

目の細分
摘要

（旅行者）
単価

(片道)
数量

H26.8.28 費用弁償
伝文太郎
外1名

13,240 4

H26.11.30 普通旅費
文化花子
外1名

160 8東京－霞ヶ関

東京－大阪
（○○市の旅費規程による）

合　　計 54,240 0

領収書
番号

13

141,280

金額
うち自己
負担額等

52,960

経路
（出発地-経由地-到着地）

0 0

合　　計 223,000 48,520

35,000 0 14

0 0

金額
うち自己
負担額等

領収書
番号

188,000 48,520 13

支出内訳明細書の（項）、（目）は収支精算書（支出の部）の（項）、（目）の順番に従って作成してください。
例えば、（項）情報発信、人材育成事業において、賃金、報償費が発生している場合、他の（項）事業で賃金、
報償費が発生していても、各（項）事業の（目）賃金は別葉にして、作成してください。

領収書等の日付

地方公共団体の旅費規程を採用し
た場合、必ず該当の規定を添付し
てください。

移動にかかった実費及び地方公共団体の
旅費規程に基づいた費用のみ計上できま
す。

※領収書は、この支出内訳明細書に記載した順番どおりに並べてください。
※支出内訳明細は、領収書ごとに記載してください。

金額が少額で領収書が大量にあるため、領収書ごとに記載できない場合は、複数の領収書をまと
めて記載することも可能とします。ただし、その場合はまとめた領収書内容の一覧表を作成して添
付してください。



＜支出内訳明細書＞ （記入例）

支払
年月日

目の細分
摘要

（品名等）
数量 単位 単価(円) 金額

うち自己
負担額等

領収書
番号

H26.9.30 会場使用料 市民ホール（大） 1 日 35,750 35,750 0 17

35,750 0

記載上の注意
　目の細分欄は、補助要項の目の細分ごとに記載すること

　記入欄が不足する場合は、適宜追加して作成すること

　収支精算書の（項）及び（目）の順番どおりに作成してください。

（項）普及啓発事業　　　　
　（目）使用料及び借料

合　　計



（項）事務費　　　　
　（目）需用費　　　　

支払
年月日

目の細分
摘要

（品名等）
数量 単位 単価(円) 金額

うち自己
負担額等

領収書
番号

H26.8.23 消耗品費 封筒 30 枚 30 900 300 18

H27.1.23 印刷製本費 成果報告書 50 部 500 25,000 5,300 19

H27.2.5～
3.31

消耗品費 テープのり外11点 1 式 101,300 101,300 1,300
20,21,22,
23,24,25

127,200 6,900

記載上の注意
　目の細分欄は、補助要項の目の細分ごとに記載すること

　記入欄が不足する場合は、適宜追加して作成すること

　収支精算書の（項）及び（目）の順番どおりに作成してください。

合　　計

領収書等の日付
品名、委託業務名等を見積書や領収書の但し
書き等に合わせて記載してください。



＜補助事業に係る文化財の概要＞

文化財の名称

指定の有無

文化財の概要

文化財の名称

指定の有無

文化財の概要

文化財の名称

指定の有無

文化財の概要

（記載上の注意）

　文化財毎に作成すること



＜事業担当者連絡先＞
ふ り が な

申請団体名

ふ り が な

担当者氏名

担当者連絡先

”

”

＜書類作成担当者連絡先＞
ふ り が な

申請団体名
又は所属先

ふ り が な

担当者氏名

担当者連絡先

”

”

郵送先

その他

（E-mail）

（TEL）

（FAX）

〒

（E-mail）

（FAX）

（TEL）

実績報告書の作成者または内容について、御説明いただ
ける方等で、修正や添付書類の不備について、対応いた
だける方を記載してください。
また、日中連絡の取れる連絡先を記載してください。代表
番号の場合は、直通の連絡先も併記してください。
事業担当者と同じ場合は、「同上」と記載してください。



＜領収書貼付台紙＞ （記入例）

（項） （目） （目の細分） 領収書番号 ２，３

※各領収書の宛名、金額、但し書きがきちんと見えるように貼り付けてからコピーしてください。
※受領者はサイン及び押印の両方を記載してください。

情報発信、人材育成
事業

報償費 指導謝金・講演謝金

※各領収書の宛名、金額、但し書きがきちんと見えるように
　 貼り付けからコピーしてください。

※受領者は署名及び押印の両方を記載してください。

領 収 書 No. 2
平成 26 年 ７月 15日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 指導謝金 3日分（6/30,7/1,7/15）
上記 正に領収いたしました
内訳 9,400円×3日

税抜金額

消費税額等（ ％）

★ ¥ 28,200

▽▽ ×× 印

領 収 書 No. 2
平成 26 年 ７月 15日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 指導謝金 3日分（6/30,7/1,7/15）

上記 正に領収いたしました
内訳 9,400円×3日

税抜金額

消費税額等（ ％）

★ ¥ 28,200

×× ○○ 印

領 収 書 No. 3
平成 26 年 8月 15日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 講演謝金 （8/15）
上記 正に領収いたしました

内訳 35,000円×1回分
税抜金額

★ ¥ 35,000

文科 太郎文科

領 収 書 No. 2
平成 26 年 ７月 15日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 指導謝金 3日分（6/30,7/1,7/15）

上記 正に領収いたしました
内訳 9,400円×3日

税抜金額

消費税額等（ ％）

★ ¥ 28,200

文化 太郎 印

領 収 書 No. 2
平成 26 年 ７月 15日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 指導謝金 3日分

（6/30,7/1,7/15）

上記 正に領収いたしました

内訳 9,400円×3日

税抜金額

消費税額等（ ％）

★ ¥ 28,200

□□ ☆☆印

領 収 書 No. 2
平成 26 年 ７月 15日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 指導謝金 3日分
（6/30,7/1,7/15）

上記 正に領収いたしました

内訳 9,400円×3日

税抜金額
消費税額等（ ％）

★ ¥ 28,200

○× ▽□ 印

手書きでも結構です。
何に対する領収書か
必ず明記してください。



＜領収書貼付台紙＞ （記入例）

（項） （目） （目の細分） 領収書番号 ４，５

※各領収書の宛名、金額、但し書きがきちんと見えるように貼り付けてからコピーしてください。
※受領者はサイン及び押印の両方を記載してください。

※各領収書の宛名、金額、但し書きがきちんと見えるように
　 貼り付けてからコピーしてください。

※受領者は署名及び押印の両方を記載してください。

情報発信、人材育成
事業

役務費 通信運搬費

○○郵便局領収書

No. ４

合計 ¥2,400 

上記の金額を受領しました。

平成27年1月13日

文化遺産を活かした地域活性化

事業実行委員会 様

○○郵

便局受

定型 30通 × 80 ¥2,400

領 収 書 No. ５
平成 27 年 2月 6日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 機材運搬料

（7/10,8/10,20,9/10,20,10/10,11/10,12/10,1/10,2/6）

上記 正に領収いたしました
内訳 3,000円×10回分 ×△運送株式会社

東京都銀座○-□－△－２０７
Tel 03‐3538‐****

×△和

楽器店

★ ¥ 30,000



＜領収書貼付台紙＞ （記入例）

（項） （目） （目の細分） 領収書番号 ６，７，８…

※各領収書の宛名、金額、但し書きがきちんと見えるように貼り付けてからコピーしてください。
※受領者はサイン及び押印の両方を記載してください。

情報発信、人材育成
事業

需用費 消耗品費

※各領収書の宛名、金額、但し書きがきちんと見えるように
　 貼り付けからコピーしてください。

※受領者は署名及び押印の両方を記載してください。

領 収 書 No. 8
平成 26 年 11月 16日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 ドッチファイル 外2点
上記 正に領収いたしました
内訳 ドッチファイル 525円×20冊

ゼムクリップ 525円

クリアファイル 975円
×△文具店
東京都銀座○-□－△－２０７

×△和

楽器店

★ ¥ 12,000

領 収 書 No. 9
平成 27 年 2月 6日

文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会 様

但 トナー 外３点
上記 正に領収いたしました。
内訳 トナー 9,500円×2個

用紙 1,100円 ×△サプライ株式会

社

×△和

楽器店

★ ¥ 20,100

領収書

No. ７

合計 ¥25,000

上記の金額を受領しました。

■□印刷株式会社

東京都目黒区目黒2-9-8

印

チラシ 500部 × 50円 ¥25,000

○○郵便局領収書

No. 6

合計 ¥900

上記の金額を受領しました。

○○郵

便局受

定型封筒 30通 × 30 ¥900

平成27年1月13日

文化遺産を活かした地域活性化

事業実行委員会 様

平成27年1月23日

文化遺産を活かした地域活性化

事業実行委員会 様

手書きでも結構で
す。何に対する領
収書か必ず明記し
てください。


